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海や山は「死ぬ」のだろうか――この歌は、

そんな命題を投げかけています。何をもって

「死」ととらえるかにもよりますが、この歌

の作者は、潮が引き山が枯れることを「海や

山の死」と考えたようです。海や山にも死が

あるのだから、当然、人間も逃れられない…

という仏教的な教えを説いた旋頭歌です。
せどうか

私たち人間は、体をつくる細胞の一つ一つ

が、生まれ、活動し、やがて死んで、と絶え

ず代謝を繰り返すことで、一個の生命体とし

て「生きて」います。そして、その細胞を構

成する元素は地球上にあまねく存在します。

まさに海や山でもあり得る物であり、「人間

は自然の一部である」とは、説教でも観念論

でも詩的な比喩でもなく、単純な事実です。

潮は引いてもまた満ち、山は枯れてもまた

芽吹きます。古代の詩歌や物語からは、「死」

が「再生」を内包するものと考えられていた

ことがうかがえます。【万葉古代学係】
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